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線量（0, 10, 20, 50, 100, 200 kGy）の放射線を照射した後のポリエチレン製不織布の
破断応力並びに伸び率は、0 kGyでは14.1 MPa並びに21.7%；10 kGyでは12.8 MPa並びに18
.1%；20 kGyでは11.4 MPa並びに16.6%；50 kGyでは9.6 MPa並びに14.4%；100 kGyでは6.9
 MPa並びに11.3%；200 kGyでは4.6 MPa並びに7.8%であった。本実験では、放射線を照射
した高分子基材の破断応力並びに伸び率が未照射基材（0 kGy）の50%程度であれば、実用
可能な機械的強度を有するものと定義した。その結果、最適な照射線量は100 kGy以下（
破断応力の減少率: 51%, 伸び率の減少率: 48%）、好ましくは50 kGy以下（破断応力の減





































子基材体積と放射線照射容器内体積との比率を1 : 1～1 : 100の範囲で変化させ、その影







01%（基材体積 : 容器体積 = 1 : 1）、505%（1 : 2）、496%（1 : 5）、493%（1 : 10）


































































































































































































































件におけるグラフト率は、362%（エマルション : 空気 = 100 : 0）、274%（100 : 1）、
231%（50 : 1）、117%（20 : 1）、33%（50 : 1）、9%（5 : 1）となった。このグラフト
率の低下も、これまでの実施例と同様にエマルション中の溶存酸素の影響を最も受けてい
る。各種条件におけるグラフト重合反応後の溶存酸素濃度は、0.8 mg/L（エマルション :
 空気 = 100 : 0）、1.0 mg/L（100 : 1）、1.5 mg/L（50 : 1）、2.3 mg/L（20 : 1）、


















II）イオンを吸着することができた。各流速における破過点（C/C0 = 0.05, C: カラム出
口の鉛（II）イオン濃度, C0: 初期の鉛（II）イオン濃度）は、200 h
-1では483 BV （通
液倍率; Bed volume (BV), BV = (通液量 [mL]) / (捕集材体積 [mL]) [-]）、500 h-1で
は477 BV、1000 h-1では462 BVとなり、また破過点における鉛（II）イオンの吸着量は20










り作製した金属イオン捕集材と同等の性能（破過吸着量: 1.2 mmol-Pb(II)/g-捕集材, 飽
和吸着量: 2.1 mmol-Pb(II)/g-捕集材, グラフト率: 300%）を有していながらも、煩雑な
作製操作手順を必要とせず、また、安価な装置で作製可能であった。
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【要約の続き】
ここで、照射する放射線の線量が５０ｋＧｙ以下であり、グラフト重合時間が３時間以上であり、グラフト重合後の
反応溶液に溶存する酸素濃度が０．４ｍｇ／Ｌ～３．０ｍｇ／Ｌであり、そしてグラフト率が９０％以上であること
を特徴とする、前記製造方法。
【選択図】図７
